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紙面うえ掲載記事　題名　小山両社さい
掲載写真　小山両社さい神輿連合とぎょの様子
記事内容
　９月7日、さんやはちまん神社とこやまはちまん神社の例大祭 小山両社さい がとり行われました。
　品川ひゃっ景にもなっている小山両社さい神輿連合とぎょは38回を迎えました。折りしも、9月6日の 出没、アドマチック天国 は武蔵小山でした。その影響か例年より多くの人出でにぎわいました。さんやはちまん神社にも沢山の参拝者が訪れひとで溢れていました。わが町会の神輿もはじめて宮入りすることができました。
　９月7日午後5時、各町会自慢の神輿七基が武蔵小山駅前広場に集結。しゅつぎょ式の後、西小山駅前まで銀座通りをじゅんこうする連合とぎょが行われました。ひが落ちると各神輿にライトがつき、それは美しい光景です。七基の神輿がライトアップされ西小山へ下っていく様は圧巻です。お囃子、てこまい、ゆみはりれんがはなを添え、すばらしい両社さいでした。
　まだまだ暑い中、天候に恵まれ大盛況のうちに小山両社さいは終了しました。最近は、地域外からも多くの見物客が訪れると聞きます。小山両社さいが広く知れわたってきていると嬉しく思います。さらに歴史ある祭礼となっていくことを祈念しております。
記事作成者　荏原四丁目町会　浦野　たまき

紙面中央右上掲載記事　題名　とごしはちまん神社祭礼
掲載写真　合同拝礼式の様子
記事内容
　９月12日から14日にとごしはちまん神社例大祭がとり行われました。１２日はみたまいれの儀式。１３日はたいさい式。最終び14日はごじんこうさい。
　ごじんこうさいは3年に1度、例大祭で行われる祭りで、ごさいじんがごほんしゃ神輿にお乗りになり、ぐうじをはじめしんしょく、巫女、そうだい役員がお供をしてうじこ区域を巡るごしんじです。
　こ山台地区にてはつよさいが行われた後、うしろじ地区→荏原地区→平塚地区→とごし地区(宮本第一地区)→豊町地区(宮本第二地区)をとぎょし、うじこ区域である21町会をじゅんこうしました。
　９年ぶりに、とごしはちまん神社とひかわじんじゃのごほんしゃ神輿による合同拝礼式も、かむろざかで行われました。
　それぞれの町会が工夫を凝らしたデザインの粋な法被を身にまとい、担ぎ手から迫力のある威勢のいいかけごえが響くなか、大勢の見物客も一体となってまちを練り歩き、道路がうめ尽くされるほど賑わいました。
　世代を超えて受け継がれてきた伝統あるこのお祭りを、地域の宝としてこれからも大切に守り、未来へと繋げていきたいと願っています。
記事作成者　小山二丁目東部町会　大森　久恵

紙面中央左上掲載記事　題名　はなめぐり　タマスダレ
掲載写真　タマスダレ　あさひ公園にて令和7年に撮影
記事内容
　タマスダレは夏から秋にかけて真っ白な花を咲かせるヒガンバナ科ゼフィランサス属の球根植物です。
　名は、純白の花を　玉　、ツンツンとした細い葉が集まっている様子を　すだれ　に見立てたと言われています。
　ペルー原産の花で日本には明治時代に渡来しました。
公園や庭先など身近な場所で見かけられますが、全草に毒があるといわれ食用のニラやノビルと間違えないよう注意が必要です。
　雨がふったあとに開花する特徴があり　レイン　リリー　とも呼ばれるタマスダレ。雨上がりには、ちょっと足を延ばして秋の花を探してみるのはいかがでしょうか？ 　
　花言葉は　純白の愛　期待　など
記事作成者　小山一丁目町会　かわはら　マサえ

紙面中央した掲載記事　題名　民生児童委員宿泊　静岡で開催 
掲載写真　施設内ステンドグラスをバックに記念撮影
記事内容
　荏原第一地区民生児童委員による宿泊研修会が6月15日、16日の1泊2日のこうていで静岡県で行われました。
　この研修会は各町会の民生児童委員が参加して親睦を深めると共に区外施設の見学を毎年実施しています。　　　　　　　　　
　一日目はまず、バス車中において各自　しながわオレンジガイド　持参の上、福祉部高齢者地域支援課の樫村課長による　認知症ケアパス　について、個々の認知症の状況に応じた相談の場、適切な医療、介護サービスの流れ等、丁寧に説明いただき、とても充実した研修でした。その後、にほんだいら夢テラス、静岡市歴史博物館の見学、駿河じょう公園等を散策しました。宿泊先では駿河湾が目の前に広がるやいづ市の温泉に浸かって、地元の新鮮な魚介類を堪能しました。　　
　二日目はふくろいしにある社会福祉法人　デンマーク牧場福祉会　の視察研修を行いました。全国的にも珍しい牧場運営をおこなっており、敷地内には特別養護老人ホーム　児童養護施設　障がいのある方への就労支援、また精神科の診療じょが併設された総合福祉施設です。高齢者と子供たちが共有の場で集い、楽しんでいる様子は微笑ましい光景でした。広大な牧場には牛や山羊、羊、馬などの家畜が放牧されておりこのような緑豊かな情景に癒された研修会でした。
記事作成者　小山四丁目町会　あずま　みさえ

紙面右下掲載記事　題めい　町会活動紹介　小山五丁目 子ども縁日＆手持ち花火大会
掲載写真　子ども縁日　花火大会の様子
記事内容
　毎年8月、さんやはちまん神社の境内で　子ども縁日＆手持ち花火大会　を開催しています。天候に恵まれた3日、午前中におこなった子ども縁日では、熱中症対策として用意した冷風機やミスト機で涼をとっていただきながら、例年どおりのかきごおり、射的、輪なげ、ヨーヨー釣りなどをたくさんの子どもたちと保護者のみなさまに楽しんでいただきました。
　また、夕方からはこちらも例年どおり事故、ケガの防止対策を徹底した中、子どもたちの歓声につつまれながら手持ち花火大会を無事に行うことができました。何度も列に並び直して楽しんでくれた子ども達の笑顔がとてもキラキラしていました。
　本年も、地域のみなさまと楽しく交流を深めることができ、大変有意義な活動となりました。
　日頃よりご協力いただいている関係者のみなさま、そしてご参加いただいたみなさまに心よりお礼申し上げます。来年もぜひご参加ください。
記事作成者　小山五丁目町会　飯沼　賢治

紙面左下掲載記事　題名　笑顔あふれる夏のひととき　中原共和町会　手持ち花火大会
掲載写真　手持ち花火大会の様子
記事内容
　８月30日、午後7時から8時まで平塚中央公園にて、中原共和町会の花火大会が行われました。 
　当日は、地域の子ども達を中心に約100名が集まり、夏の夜をいろどる手持ち花火を楽しみました。色とりどりの花火を手にした子ども達の笑顔と歓声が公園いっぱいに広がり、家族や地域の方々の温かい交流のひとときとなりました。 　
　参加した保護者からは　子どもがとても喜んでいて、安心して楽しめるイベントでした　近所のかたとも交流できる良い機会になりました　といった声が寄せられました。子ども達も　またやりたい！　友達と一緒に花火ができて楽しかった　と目を輝かせていました。
　手持ち花火ならではの身近な楽しさと安全な環境の中で、世代を超えたふれあいが生まれ、参加者にとって忘れられない夏の思い出となりました。
　町会内では　来年もまた続けていきたい　との声、参加者からは次回の開催を楽しみにする声が聞かれています。
記事作成者　中原共和町会　天野　きいちろう
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